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社会とともにある東北大学

三つの理念「研究第一」「門戸開放」「実学尊重」 2

専門学校･師範学校･留学生へ開放

日本初の女子大学生の誕生

「仙台は学術研究に最適な都市」
アインシュタイン, 1922

アンテナ 半導体レーザー

垂直磁気記録

コンパクチン

質量分析技術

フラッシュメモリ

1907年 東北帝国大学創立（三番目）

2023年 東北大学創立116年

女子学生入学110周年

好循環

研 究教 育

民間および自治体等からの
寄附を受けて創設・発展

研究と教育は車の両輪

黒田 チカ 丹下 ウメ 牧田 らく

茅 誠司 松前 重義 魯迅

多様性を力に
社会価値を創造

第6代総長 本多光太郎
「産業は学問の道場なり」

社会との
連携



総合大学としての東北大学 3

狩野文庫
古典の百科全書と言われる約108,000
冊のコレクション（国宝２点を含む）

漱石文庫
夏目漱石の旧蔵書約3,000冊と、日記や
手帳、原稿や文学研究のノートなどを含
む、身辺自筆資料約800点から成る

3つの主要国際司法機関へ
３名の裁判官を輩出
国際司法裁判所（ICJ）

小田 滋
・在任期間：1976年～2003年
・3期27年のICJ最長在任期間

国際海洋法裁判所（ITLOS）

山本 草ニ
・在任期間：1996年～2005年

・ITLOS初代判事

国際刑事裁判所（ICC）

尾崎 久仁子
・在任期間：2009年～2018年
・日本人2人目のICC判事



東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略

分断や格差を越えて
インクルーシブに世界を繋ぐ

国籍・文化・価値観などの壁を
越えて世界と繋がる

教育DX

AI・数理・データ科学

オンライン国際共修

学びのビッグデータ

クレデンシャル革新

4

研究DX

データ駆動型研究

国際頭脳循環

若手躍進イニシアティブ

革新的研究インフラ

共創DX

データによる価値創造

課題解決型キャンパス

スタートアップ加速

DX人材育成

経営DX

業務改革

人的資本経営

DEI*推進宣言

グローバル対応力

教育・研究・共創・経営の全方位DX

*DEI = Diversity, Equity & Inclusion
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東北大学の若手人材育成

⚫ 全国の受験生が東北大学を目指している

⚫ 博士課程学生の包括的な経済支援パッケージ
（一人あたり年平均180万円）

⚫ 東北大学若手躍進イニシアティブ

⚫ THE世界大学ランキング日本版 3年連続1位



全国の受験生から選ばれている東北大学 6

⚫ 東北大学の入学者の内、地元地域の東北は４割
に満たない。

⚫ 他の主な国立大学の地元地域割合は以下のとお
り。※令和4年度公表情報より

東京大学：関東57.2%、京都大学：近畿52.1%、

大阪大学：近畿54.7%

⚫ 全国の受験生が東北大学を目指していることが
分かる。



デジタル変革時代の教育プログラム 7

• 時空を超え、多様な国籍の学生たちがメタバース
空間に集う新たな授業形式を構築

• 先進のVR技術を駆使した対面・オンライン併用授
業で従来の対面型では到達できない学びが可能

アカデミックメタバースで世界
をつなぐ国際共修

東北大学オープンバッジの発行
（2022年度～）

• 全学的な教育プログラム
（総長名での修了証を発
行等）の修了者を対象

AIMD教育を2020年4月から
全学的に展開

高度プロフェッ
ショナルレベル

AIMDの基礎

CDS

専門家
育成

全学
教育 入門レベル

応用基礎レベル

リーダー育成

• 新入生全員への導入と意欲的な学生への深い学び
(挑創カレッジCDS)の二層構成

• MDASHリテラシーレベル、
応用基礎レベルの双方でプ
ラスレベル選定オンライン国際共修授業を実施中の林准教授

（高度教養教育・学生支援機構）

AIMDとは？
AI（人工知能）・数理・
データ科学（AI, Math & 
Data scienceの頭文字



大学ランキング 8

THE
世界大学ランキング

日本版

第1位

朝日新聞
大学ランキング

高校からの評価 総合評価

第1位

朝日新聞
大学ランキング

コロナ禍で優れた対応を
行っていると思う大学

第1位
2006～2022年までで

総合 1位 を 15回
2022年

2022年

3年連続 1位

2022

Date:24 March 2022
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社会との共創、社会価値の創造

⚫ 将来を見据え、課題解決に最適な
社会に開かれたキャンパスを創造

⚫ 大学に企業の活動拠点を設置

⚫ 加速する東北大学発スタートアップ



課題解決の本丸 東北大学サイエンスパーク 10

仙台駅

東北大学青葉山新キャンパス

サイエンスパーク：4万㎡

次世代放射光施設
NanoTerasu

2024年本格稼働

仙台駅から９分

地下鉄青葉山駅

SINETや民間
ネットを介して
全国へサービス

60ペタバイト級
データストア

国際放射光イノベーション・スマート研究センター
など2棟（計8,000㎡）が2023年完成予定

マルチモーダル
先端計測装置群
クライオ電子顕微鏡

NMR装置ほか多様な先端計測装置群から生み出される膨大なデータを
統合的に分析、あらゆる現象の見える化とシミュレー
ションを通して広範な科学・産業現場の課題解決に挑戦

GX・DX を加速するイノベーションエコシステムの創造

計測・計算融合のDXによる課題解決

NanoTerasu と 先端計測装置群が生成する
膨大な画像データでナノ世界をデジタル化

カーボンニュートラル時代のGXを牽引

革新的電池、省電力半導体、環境負荷を低減す
る材料、持続可能な農業など多様な研究開発



イノベーションエコシステムの創造 11

新たな
研究開発

優秀な
専門家と

研究ユニット
形成

卓越した
成果

成果の
社会への
認知

トップ
クラスの
人材集積

企業（産業現場）

分析会社

情報、AI、データ、
材料、バイオ、デバイス、…

課題解決を目的として産学官金の多彩なアクターが参画
大学子会社が技術と人材と資金の結節点となり、事業創出にとどまらず、その先の成長･拡大促進へ

国研・大学

スタートアップ
ICT企業

DXサービス企業

中小企業・地域企
業・自治体

多様な産業マーケットで価値創造

国際パートナー金融

参画意向：約140社



躍進するライフサイエンスキャンパス 12

⚫ 世界初の７万人規模の三世代コホート調査

⚫ 日本最大の15万人規模の住民コホート調査

⚫ 世界でも有数の複合バイオバンクを構築

⚫ 未来型医療の最先端研究の推進へ

⚫ 80万人の臨床データを
保有する臨床研究中核病院

⚫ 国内最大規模の病床数

⚫ 未来型医療の臨床応用へ

歯学研究科加齢医学研究所

医学系研究科

⚫ 我が国最大規模の橋渡し研究拠点（135人体制）

⚫ 国内唯一の医療機器開発のオープンイノベー
ションを推進

⚫ 低分子医薬品からバイオ医薬品までの幅広い
R&D、産学連携を推進

⚫ クリニカルイマージョン（医療現場観察）実践

⚫ 未来型医療の社会実装へ

薬学･医工学･工学研究科等の
サテライト研究室や、製薬企業
等の研究拠点を誘致するための
施設整備を実施

オープンイノベーション戦略
機構、メディシナルハブほか

国立大学で唯一、
加齢医学研究を標榜
する附置研究所

スマートエイジング
学際重点研究センター

東北大学病院

大学病院臨床研究推進
センター(CRIETO)

東北メディカル･
メガバンク機構
（ToMMo）

未来型医療創成センター
（INGEM）

星陵キャンパスでは、ライフサイエンス分野におけるオープンイノベーション拠点
を創造し、国内最大級のアンダーワンルーフ開発体制を確立

基礎研究
医/歯/薬/生命/医工/農

疾患・病態

臨床研究バイオバンク

事業化



513共創研究所 一覧（現在14拠点）

2021年10月
愛知製鋼×東北大学

次世代電動アクスル用素
材・プロセス共創研究所

2021年10月
ブリヂストン×
東北大学共創ラボ

2021年11月
東北電力×

東北大学共創研究所

2022年2月
JFEスチール×東北大学

グリーンスチール共創研究所

2022年3月
東北発電工業×

東北大学共創研究所

2022年4月
トヨタ自動車東日本×

東北大学環境融和ものづくり
共創研究所

2022年4月
DOWA×

東北大学共創研究所

2022年4月
ピクシーダストテクノロジーズ
×東北大学 ホログラフィック

ウェルビーイング共創研究所

2022年7月
大同特殊鋼×

東北大学 共創研究所

2022年9月
IHI×東北大学

アンモニアバリューチェーン
共創研究所

2022年10月
ＴＤＫ×東北大学 再生可能エ
ネルギー 変換デバイス・材料

開発共創研究所

2022年10月
富士通×東北大学
発見知能共創研究所

2022年10月
住友金属鉱山×東北大学
GX材料科学共創研究所

2023年3月
アルプスアルパイン×

東北大学
つながる価値共創研究所



先端コアファシリティ群

⚫クライオ電子顕微鏡：2台
（最新鋭300kV透過型）

⚫無冷媒超伝導マグネット
（利用可能な世界最強25テスラ）

⚫低乱熱伝達風洞実験装置
（国内最高水準の性能）

ほか多様な設備を保有、利用企業多数

半導体工学

東北メディカル・メガバンク ファシリティ群

⚫世界初の７万人規模の三世代
コホート調査、日本最大の15
万人規模の住民コホート調査

⚫バイオバンク（日本最大級の
約400万本の生体試料）

⚫ 50ペタバイト級データ解析セ
ンターを併設

世界最先端のR&D設備にアクセスできる

東北大学スーパーファシリティネットワーク 14

半導体共創体 ファシリティ群

⚫国内最大級の学内クリーンルーム群
（総面積8,500m2）

⚫利用企業数：約450社

⚫国際集積エレクトロニクス研究開発
センターCIES、未来科学技術共同
研究センターNICHe、マイクロシス
テム融合研究開発センターµSIC等

CIES

NICHe

μSIC

次世代放射光施 NanoTerasu
初期ビームライン数：10本
最大ビームライン数：28本
電子加速エネルギー: 3GeV
企業・大学・国研等：130

理工学

ライフ
サイエンス 情報科学

スーパーコンピュータ システム群
⚫総合性能： 12ペタフロップス

⚫合計容量： 81ペタバイト (ストレージ) 

⚫利用企業数： 42社



急成長する産学共創 15

55億円
59億円

65億円 66億円

79億円

96億円

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

民間からの共同研究・受託研究・受託事業等の総額

産学連携の進捗状況について①製薬会社とゲノム解析で共同研究(2020年4月)、②共創研究
所の設立(2020年度)、③半導体テクノロジー共創体の設立(2021年6月)、④10万人ゲノム
プロジェクト製薬大手5社とコンソーシアムの設立(2021年7月)、⑤本学発ベンチャーパワー
スピン資金調達成功(2021年11月)などの取組により、半導体関係及びライフサイエンス系を
中心に、民間からの研究資金等収入が75%増



東北大学独自のシームレスなベンチャー支援システム 16

東北大学スタートアップガレージ（起業家育成プロジェクト）

⚫常設コミュニティスペース（青葉山ガレージ・川内ガ

レージ）で起業を志す仲間と交流

⚫起業塾・ピッチイベントを開催

⚫大学シーズと企業とのマッチングを支援

⚫VC・金融機関と連携し資金調達を支援

⚫メンターが起業相談や立ち上げを全力サポート

⚫OBOG・アドバイザー陣がバックアップ

⚫スタートアップカフェ

東北大学ビジネスインキュベー
ションプログラム（BIP）

2013年から開始

東北大学
ベンチャーパートナーズ

2015年2月設立

TOHOKU University 
Venture Partners 
Co., Ltd.

アントレプレナーシップ
育成プログラム

第1号ファンド2015年8月組成
（96.8億円、10年）26社投資

第2号ファンド2020年10月組成

（78億円、10年）10社投資

1・2号合計で36社（内 BIP8社）に投資

新規上場４社

大学発ベンチャーへの投資事業性検証を支援アントレプレナーシップの育成

東北大学に起業文化を醸成するために、

学生・研究者向けに多様なプログラムを

実施（令和3年度受講者2,151名）

⚫ 企業家リーダー育成プログラム

⚫ ジャパンバイオデザイン東北プログラム

⚫スタートアップカフェ

⚫ e起業塾（e-learning30講座）

⚫ Early Work Program/Organic Ideas 

Program

⚫ 東北大学ビジネスアイデアコンテスト

⚫ アイデアソン（第一生命×NTTデータ）

ギャップファンド
マッチングファンド

（①マッチングファンド、②ギャップファンド）

① 重点 3,000～6,000万円：11件

② 育成 500万円：68件

150～200万円：5件（2022年度）

▶84件中 28社が起業へ

84件を支援

東北大学に起業文化を醸成し、東北大学ベンチャーを多数創出！！



大学VCおよびスタートアップの活用 17

東北大学発
ベンチャー企業数

157社
※経済産業省

令和3年度産業技術調査

全国トップクラスの創出数 国内未上場スタートアップ
上位20社のうち２社が東北大学発

出典： STARTUPDB（2022.8.1時点）

▶ クリーンプラネット
新水素エネルギー実用化研究
想定時価総額6位（ユニコーン）

▶ ispace
月面探査プログラム
想定時価総額16位

東北大学ベンチャーパートナーズ(株)

23％

19％

8％

35％

15％

素材・材料

エレキ・デバイス

機械・加工

情報通信・サービス

医療・バイオ

⚫1号ファンド
2015年8月組成 96.8億円：26社投資

⚫2号ファンド
2020年10月組成 78億円：11社投資

4割弱がGX関連

スタートアップ

IPO実績4件
▶ 2020年12月28日東証マザーズ上場
「クリングルファーマ株式会社」
▶ 2021年9月24日東証マザーズ上場
「株式会社レナサイエンス」
▶ 2021年12月24日東証マザーズ上場
「サスメド株式会社」
▶ 2022年11月22日東証グロース上場
「株式会社ティムス」

M&A実績の例
▶ 2020 年 11 月 16 日
「株式会社フォトニックラティス」

最近のIPO・M&A実績例

東
北
地
方
で
登
記
さ
れ
て
い
る
企
業
数
17

社



学生も活躍 ～ スタートアップの代表例 18

（株）ElevationSpace 代表取締役 小林稜平

代表取締役 小林稜平

⚫ 東北大学にて建築学と宇宙工学を専攻
2022年3月に修士（工学）を取得。2021年2月に起業

⚫ 小型宇宙利用・回収プラットフォーム ELS-Rを開発

⚫ 大学在学中に、宇宙建築において日本1位、世界2位を獲得
Forbes JAPAN 30 UNDER 30 2022 選出
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震災復興を原点として地球的課題の解決へ

⚫ 東日本大震災からの復興で培った経験や
知見を活かし、ポストコロナ時代の豊か
なグリーン社会の創造に貢献



災害科学国際研究所 IRIDeS の創設 20

防災・減災のためのリモー
トセンシング技術、シミュ
レーション技術などの開発

新たな防災・減災社
会のデザインと災害
教訓の語り継ぎ

災害への対応を織り込ん
だ社会システムの構築

地域再生・耐災害
性の向上のための
各種技術開発と国
際戦略策定

広域巨大災害に
対応できる災害
医学・医療の確
立など

さまざまな自然
災害発生メカニ
ズムの解明災害サイクルに

対応した構成

文理融合
7部門37分野

緊急対応

救急医学・医療

復旧・復興

防災・減災のハード対策

総合的な災害リスク管理

防災・減災のソフト対策

2012年4月

【発災から復興まで】 【事前の備え】
災害の発生

⚫「災害科学」を総合知に基づく
ディシプリンとして確立

⚫世界の“BOSAI”に貢献

「災害科学」を文理融合で開拓

※発足当時

イリディス

今村 文彦 所長



国際アジェンダ等に関する時系列 21

●2017.11    第1回世界防災フォーラム＠仙台

●2019.11    第2回世界防災フォーラム＠仙台

●2023.3 第3回世界防災フォーラム＠仙台

●2015.3 第3回国連防災世界会議＠仙台

2015年制定 国際社会の三大アジェンダ

➢仙台防災枠組（2015.03）

➢持続可能な開発目標SDGs（2015.09）

➢COP21パリ協定（2015.12）

●2023.5 仙台防災枠組中間評価 国連ハイレベル会合＠ニューヨーク

●2011.3 東日本大震災

●2023.1 世界経済フォーラム年次総会2023（通称：ダボス会議）

Global Risk Reportの中で、
ポリクライシスについて筆記
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⚫ 地震発生：2月6日（月）現地時間4時17分、M7.8、トルコ・シリアで死者4.6万人以上（2月19日現在）

⚫ 災害研では発生直後から解析開始、緊急調査WGが災害科学の総合知（理学、工学、人文・社会科学、
医学、実践分野）に基づき情報共有。国内外のメディア取材対応

⚫ 大野総長のメッセージの発信（2/9付け）

⚫ 2月10日（金）16:00- オンライン調査速報会 開催（英語へ同時通訳）:速報的分析結果の緊急情報発信
トルコ含む20か国以上から約800名が参加、報道多数

⚫ 中長期的な支援体制の構築、体系的な実施、国内外連携（JHop）

⚫ 科学技術振興機構（JST）の国際緊急共同研究・調査支援プログラム（J-Rapid）の立ち上げを働きかけ

⚫ 防災減災連携研究ハブ（JHoP）からのトルコ南東部地震についての緊急提言(2/16付け)

⚫ UCLとの国際ジョイントセミナー開催（2/27開催）

⚫ 2023年3月第３回世界防災フォーラムで特別セッション実施（国内外研究者・実務者も参加）

速報会トピック：

地震発生メカニズムと背景／地震動特性と建物被害／リモートセンシングによる広域被害把握／

被災地における救命と健康／トルコの防災体制・今後の支援の方向

発信した知見：

➢ 複雑な断層からなる長い活断層帯が一気に動き地震発生。今後10年にわたり地震が続く可能性

➢ 震度6強以上、一部で7を超える記録観測。周期の振れ幅が2016年熊本地震と同等 or 以上

➢ 被災地域の残存建物のリスク評価が必要

➢ リモートセンシングとAIによる建物被害把握

➢ 子どもや高齢者、妊婦の低体温症リスクへの注意喚起

➢ トルコが、住宅更新により耐震強化する社会システムになっていない指摘

➢ 仙台防災枠組の重要性、東日本大震災の経験に基づく具体的な支援、日本への教訓 など

遠田晋次教授（地震学）の発信内容より

2023年2月トルコ・シリア地震に関する対応

トルコ・シリア地震 災害科学国際研究所の対応



グリーン未来創造機構（機構設置：令和3年4月1日） 23

⚫ グリーン未来創造に向けた総合知のショーケース
⚫ 社会課題解決と大学の諸活動を橋渡しするインターフェイス
⚫ 政策立案・事業企画などに寄与するシンクタンク

自然災害や感染症などの予測困難な
リスクに対してレジリエントでかつ
持続可能な未来社会の実現に貢献

※グリーン未来創造機構HP
http://www.ggi.tohoku.ac.jp/



24東北大学 Green Goals Initiative（GGI）

東北大学は、地球環境と人類の持続可能な未来のために、「グリーン社会
の実現」に貢献する人材の育成、研究開発、社会共創を進めるとともに、
大学キャンパスのカーボンニュートラルを進めます 2021.7.19

◆DXによる業務効率化等を通じ、
2030年度までに大学キャンパス
の温室効果ガス排出量を、2013
年度から▲50％、2040年度まで
に実質ゼロを目指します

（教育）

(研究)
（大学キャンパスの

ゼロカーボン化）◆グリーン・テクノロジーを
はじめとする３重点領域の

研究開発を国内外の研究機

関・企業等とともに推進し
「グリーン社会の実現」に

寄与します

◆全学教育、学部・大学院
教育をとおし「グリーン

社会の実現」とSDGs

の達成に資する人材
育成を進めます

◆産学官連携、社会共創を進め、キャンパス
が立地する仙台市をはじめとした「ゼロカ

ーボンシティ」の実現、
持続可能なレジリエ
ントな社会の実現
に寄与します

（社会との共創）

これらを推進するグリーン未来創造機構を創設
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社会とともに

⚫ 東北大学が築いてきた人類社会への
貢献を、未来へ

⚫ Global Engagement

⚫ 東北大学基金



東北大学が築いてきた人類社会への貢献を、未来へ 26

KS鋼･新KS鋼 八木･宇田アンテナ

半導体レーザー

垂直磁気記録 コンパクチン

胃がん集団検診 質量分析技術

フラッシュメモリ

グリーン未来社会の実現：
カーボンニュートラルと
SDGsの達成

震災後10余年で培った知見

独創的研究成果に基づく

イノベーションの創出

価値創造のプラットフォームとして
⚫ これまで東北大学は、社会に貢献する数々の研究成果を

創出・指導的人材を輩出
⚫ これからも、人類社会への貢献を強く推し進めていくこ
とが本学の使命

【東北大学の理念】】
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・東北大学は多くの留学生を受け入れ、現在も世界各地で活躍
・海外に8つの登録同窓会が設立、同窓生は145カ国に

Global Engagement
－ 国内外に広がる東北大学コミュニティとともに－

Tohoku University Alumni Association 

in Vietnam (TUAAV)

Vietnam – Japan Workshop, 

initiated by TUAAV (2022年7月）

Tohoku University Alumni 

Thailand (TUAT)

World Tsunami Awareness Day 

Workshop, initiated by TUAT (2022年10月）

Tohoku University Indonesia 

Alumni Association (IATU)

2022年 東北大学国際功労賞、海外同窓会アウォードの創設

⚫ 東北大学の国際的プレ
ゼンスの向上に貢献

⚫ 東北大学の同窓生を中
心とした東北大学を紹
介する優れた活動



東北大学基金 ～”大学の礎”へのご支援をお願い致します。～

1,030,974,719 円
（個人）8,052名

（法人）105社・団体

東北大学115周年記念基金

115周年10億円

創立120周年

累計125億円 累計200億円超

創立125周年創立100周年

創立

東北大学基金
目標金額マイルストーン

多くのご支援ありがとうございました。

（2023.2.22時点）現在の寄附額

東北大学がこれまで築き上げてきた人類社会への貢献の歴史を引き継ぎ、
後世により豊かな社会を繋いでいくためには、「大学の礎」となる皆様からのご寄附が不可欠です。

引き続きご支援をよろしくお願い致します。



新型コロナウイルス感染症の流行により、3年ぶり
の開催となった第61回全国七大学総合体育大会。
2022年は東北大学が主管。

＜第61回全国七大学総合体育大会開催期間＞

2021.12.11～2022.9.21
※冬競技のアイスホッケーからスタート

2022七大戦東北大学の最終総合順位 ：第1位

東北大学基金

全国七大学総合体育大会

東北大学の総合優勝！

みんなで学友会運動部を応援しましょう！！

剣道 男子／馬術／バスケットボール 女子／

フェンシング

期間中優勝した競技





「文武両道」を
実現する東北大学

ヨット部
モス級全日本チャンピオン

世界選手権出場選手を輩出

男子ラクロス部
全日本学生選手権２位

東北学生リーグ９連覇

アメフト部
社会人クラブチーム、日本代表

世界選手権出場選手を輩出

31

フットサル部 漕艇部
KOBE CUP2018準優勝

2019学生リーグ全国大会ベスト4

創部120年を超す伝統部

ワールドU23レガッタ日本代表を輩出

トライアスロン
学生トライアスロン選手権優勝

宮城県/仙台市スポーツ賞受賞

Featuring


